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ＣＯＰ１５からの道
メディアの視点



ＣＯＰ１５をどう見るか？

プロセスについて

Friends of Chair 方式
２０カ国前後、すべてのグループを代表

主要議題で合意の大筋をまとめＣＯＰに示す

ＣＯＰで合意されることもあれば修正されることも

ＦｏＣの合意をグループ国が拒否することも

ＣＯＰ６

この手法はこれまでもあったこと



ＣＯＰ１５をどう見るか？

異常だったのは・・・

議長国の不手際

議長国と事務局との意志疎通の不十分さ

一部の途上国の行動

「合意を求めない」との姿勢？

不信感の高まり・さまざまな誤解と無知

首脳級会合の開会



ＣＯＰ１５をどう見るか？

温暖化交渉の歴史認識

「国連方式」の長い歴史

ＦＣＣＣをまとめるため＆

採択後、ＣＯＰ１までのプロセス ＩＮＣ

ＦＣＣＣ・ベルリンＭ・京都議定書・バリＲＭ・・・

ボランタリーな手法の失敗という長い歴史

ＦＣＣＣの「目標」、各国の政策

★ＦＣＣＣとＫＰのプロセスの中で、バインディングな数値目
標の合意を目指すのが本筋



ＣＯＰ１５をどう見るか？

必要なこと

ＦＣＣＣのクレディビリティの回復

In faith  な交渉のためのムードづくり

議長国のキャパシティ・ビルディング

米・中への包囲網の構築

一層の途上国対策 特にＬＤＣ



ＣＯＰ１５をどう見るか？

ＣＯＰ１６でのバインディングな目標の合意 ？

米国の法案が大きな影響

中間選挙前はかなり困難

ボランタリー手法に逃げ込む国・勢力の存在

コペンハーゲンアコードがより所に

中国、日本や米国の消極派

ＣＯＰ１５が残した傷跡

国連方式への疑問、各国間の溝



ＣＯＰ１５をどう見るか？

いくつかの留意点

「米国は拘束力ある合意を受け入れない」は誤り

国内法が先決

「米国は１７％から動かない」は誤り

多くの削減余地

「コンセンサス＝満場一致」は誤り

条件が満たされれば交渉は進む



米排出量に大幅削減余地
０５年比２９％減も可能 温室ガスでシンクタンク

【コペンハーゲン共同】米国の２０２０年時点の温室効果ガス排出量は、米上
院で現在審議中の法案に盛り込まれた削減策が実行されれば、０５年比で２
９％減る可能性があるとする試算を、米環境シンクタンクの世界資源研究所
（ＷＲＩ）が８日までにまとめた。
米政府が発表している「０５年比１７％減」との目標値を大幅に上回る。気
候変動枠組み条約第１５回締約国会議（ＣＯＰ１５）や、それに続く国際交渉
で、米国がより大きな削減目標を受け入れる余地があることを示すデータと
して注目される。
法案は、米国内の企業に排出削減を義務付け、企業間の排出量取引制度
を導入するのが対策の柱。試算によると、この対策による直接の削減効果は
０５年比１７％減で、米政府目標とほぼ同じ。しかし、同法案は削減が義務付
けられない企業などにも、多くの対策を取るよう求めている。
このためＷＲＩ研究チームは、建築物の省エネ対策やごみの埋め立て地か
らのメタン排出削減、森林や農業分野での削減対策など、排出量取引以外
の政策について細かく分析。予想される削減量を評価したところ、０５年比２
９％減は可能との結論になった。この数字は、京都議定書に基準年になって
いる１９９０年比だと１７％の削減に当たる。
ＷＲＩはさらに「（法案には盛り込まれていない）海外からの排出枠の獲得な
どを加えれば、０５年比で３４％減（９０年比では２３％減）という大幅な削減が
達成される可能性もある」とした。



ＣＯＰ１６に向けて

日本にできること

２５％削減を確実にする政策を示す

炭素税、排出量取引

新エネの大幅拡大

省エネ：特に建築物

「２５％削減」ＣＯＰ１５では高い評価

リーダーシップを取れる可能性

ただしいつまでもこれだけでは続かない



エネルギー政策改革の重要性

Energy policies in Japan
★原子力と石炭火力中心 dependence on Nuke and Coal 
原発トラブルの多発 Many troubles in Nuke Plant
悪化する「発電原単位」 Worsening carbon intensity 

↓

発電からの排出増加 Increasing GHGs emissions

★ 不十分な新エネ政策 Inappropriate Policies in RES
↓

太陽光でドイツに抜かれ Now behind Germany in solar power
風力で中国に抜かれ Now behind China in wind power



遅れる電力分野の対策

Share of sources of Japanese electricity generation



悪化する排出原単位
Co2 intensity of Japanese Power plant 

3Es for energy policy:

Energy security,

Economy and ….

Environment where?



日本は優等生か？ 購買力平価

Co2 intensity of Japanese economy 

CO2 emissions per GDP,PPP in selected countries (IEA)

0.811943556.1684.9United States

0.730667328.8450United Kingdom

0.846606230.7272.5Sweden

0.86899394453.4Netherlands

1.001346372.1371.6Japan

0.816787260.8319.3Iceland

0.685921399581.7Germany

0.886884363.8410.2Denmark

0.877504416.2474.3Belgium

20031990Year

M tons of CO2 per mil international $



日本は優等生か？
Co2 intensity of Japanese economy
世界銀行の温暖化政策評価 世界で６２位！

Growth and CO2 Emissions, November,2007









ＣＯＰ１６に向けて （２）

日本にできること

米国の国内対策のアシスト

Ｃ＆Ｔの導入と国際的リンクの模索

米国内の企業への影響

国内計画の明確化

２５％の裏打ちとなる政策

中国対策での協力・共同歩調

米国内に強い中国脅威論



ＣＯＰ１６に向けて （３）

いくつかの提案

今後、１０年が非常に重要

２０１０～の１０年を「特別行動期間に」

社会と経済の変革のための緊急対策

対策にはお金がかかる

ただし将来に向けて意味のある投資

毎年 ＧＤＰ１％を温暖化対策に 国際的な相場

革新的手法の検討を

ＲＥＤＤ 連帯税 国際航空・海上運輸の対策



ご静聴ありがとうございました
Thank you so much !   

ご質問や御意見は・・・・
E-mail :   tetsujida@aol.com


